
 
こんにちは、神経生理学教室です！ 
本年も教室員の皆さまから近況やコメントを寄せていただきましたので、ご紹介いたしま
す。 
 
田中真樹（教授） 
今年も多くの学会、研究会、班会議などで忙しく充実した１年となりました。中でも、1
月に京都知恩院であった CREST 領域会議に皆で参加したこと、7 月に新潟で開催された
日本神経科学学会にオランダから著名な先生をお招きしたこと、8月の韓国神経科学学会
で仁川に行ったこと、9月に北大医学部で生理研研究会を主催したこと、10 月に時間研究
の国際学会 Timing Research Forum で基調講演したことなどが思い出されます。このあと
12 月には北大構内で CREST 領域会議を開催する予定で、まだまだ気が抜けません。 

教室内でも今年はいろんな動きがありました。3月には研究補助員の坪田さんと留学生
の李リさん、スルタナさんが個人や家庭や母国の事情で教室を去り、4月には吉田特任助
教が北大 URAに異動となりました。一方、4 月から技術補助員の桂川さんが新たに加わ
り、研究生の安さんが博士課程に進学し、母甜さんが研究生になりました。9月からは 5
年生の安部くんが MD-PhD コースに進学しました。10 月からはご家庭の都合で急に道外
に転出することになった桂川さんに代わって、芳賀さんが加わりました。また、藤山研を
修了した角野さんと九大を修了した李虹佳さんが後期から博士研究員として参加すること
になりました。これほど動きのある年はなかったように思います。 

また、今年は昨年に引き続き大型機器を導入し、飼育設備や実験室を改良して今後に向
けたインフラ整備を進めました。研究の方も少しずつですが前進しつつあり、昨年、精神
科に戻った澤頭先生のメインの論文が採択され、現役メンバーの仕事も近いうちに世に出
る予定です。私個人としては、早いものでこの 11 月で教授就任 15 年となりました。今年
は学会で訪れた新潟やソウルなどを楽しんだ一方、私用で何度も帰省し、クマ出没や天候
不良で釣りにも登山にもほとんど行けず、高脂血症とイビキの治療を開始し、膝を痛めて
さっぽろマラソン参加を断念するなど、ちょっと冴えない面もありましたが、まだ 2 か月
あるのでこれから挽回しようと思います。 
 
岡田研一（講師） 
娘がお風呂場で歌うと楽しい事を発見し、毎日ご機嫌で熱唱しています。なぜリバーブが
かかると上手くなったように感じるのか、いつもより上手い歌が返ってきてドーパミンが
出ているのか、興味は尽きません。 
 
亀田将史（助教） 
移動や各方面との交流が多い１年でした。残りの期間はこれまで取り組んできた仕事を振



り返りながら、仕上げに取り組んでいこうと思っています。 
 
角野風子（博士研究員） 
2025年 9 月に組織学教室で学位を取得し、10月から神経生理学教室の博士研究員になり
ました。免疫染色を担当します。 
 これまではマウスの脳を観察していましたが、これからはサイズが大きく、大脳皮質に
シワがあり、ヒトに近い、サルの脳に挑戦します。 
 霊長類であることを活かした形態学的研究となるよう、また大学院生活でお世話になっ
た先生方に少しでも成長した姿をお見せできるよう、日々精進いたします。 
 
鈴木真理（事務補助員） 
年々、一年が早くなり体の衰えを感じる年になりました。 
今年は 20 年ぶりに海外旅行に行くのでとても楽しみです。 
できることをできるうちに楽しもうと思います。 
 
杉尾沙緒梨（技術補助員） 
フトアゴのレオちゃんはいつも眠そうにしてます。 
もう歳なのか、去年の夏は部屋中をかけまわっていたのに。 
今年の夏の方が暑かったのに冬眠しそうな勢いで目をつぶっています。 
真っ黒のクリクリのお目目がかわいいのに。 
 
桂川茉奈（技術補助員） 
４月に技術補助員として入りました。初めての技術補助としての業務で分からないことも
ありましたが、皆さんに教えていただき働くことが出来ました。 
これから私生活が大きく変化するのでとても楽しみです。 
 
芳賀絵美（技術補助員） 
10 月から神経生理学教室でお世話になることになりました。 
まだ入ったばかりなので覚えることが沢山あり緊張の毎日ですが、皆様にご指導いただき
教室の一員としてこれから頑張りたいと思います。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
 
安琪（博士１年） 
雪の夜を歩く。音もなく、ただ雪と自分の息づかいだけ。その静けさに、なぜか心地よさ
を覚える。これからも楽しみ。 
 



金泽滔（修士２年） 

After spending two and a half years in Hokkaido, I gradually became a local. 
 
母甜（研究生） 
もともと雪に惹かれて札幌に来たのですが、まさか札幌の四季すべてに恋するとは思いま
せんでした。 
 
安部楓（医学部 5 年） 
超越者への一向的思慕が超越者そのものに抱擁せられてあるという自覺的表現は、實存の
文學的自慰に他ならない。超越者への怨望は自己の欠乏を反復しては充足を演じ、その果
てに殘るのは終わりなき圓環が累成する廢墟である。 
 
中村颯（理学部３年） 
札幌に来て 3年目になりました。最近は札幌市内のカフェ巡りをしています。そのうち市
外にも手を広げたいところです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 
井原達夫（小樽市立病院） 
御用済みを経過した年齢になりもう少しこちらの勉強に専念したいと常時考えていながら
例に寄っての人手不足による後任遅延の状態が続いています。 
 常時思うことながら、純粋なニューロサイエンス分野でも小脳機能や視覚生理、基底核
やより高次な誤謬訂正機能等の日々の報告には瞠目を禁じ得ない思いです。 
 神経をめざした者としてファンダメンタルな知見に毎回接する機会を与えてくださって
いること感謝申し上げます。 
 
来年もどうぞよろしくお願いいたします。 
（文責：亀田） 


